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9／29●申込締切火

14：00~（開場 13:30）
10／1●木

酒田市で生産するさつま
いもを活用し、将来的なシ
リーズ化も見据えた加工
品の開発を検討。

県産果樹の未利用部分及
び果汁を活用し、保冷剤と
しても活用できるゼリー
商品の開発を検討。

庄内地域で生産するブラ
ンド豚を活用し、新たなブ
ランドの確立を目指した
加工品の開発を検討。

県産農林水産物を活用し、
菓子の開発を検討。

飯豊産米沢牛を活用し、米
沢牛ブランド全体を引き
上げられるようなハン
バーグ商品の開発を検討。

県産農林水産物の粉末を
活用し、焼菓子等の加工品
開発を検討。

庄内浜で水揚げされた水
産物を活用し、ゼリー等の
加工品の開発を検討。

発表を予定する
新たなビジネス

担当：折笠、佐々木、角頼、菅原
おりかさ ささき かくらい すがわら

Mail： FAX：03-5276-5457  菅原携帯：090-1050-6132
TEL：03-5213-4534

常時、個別相談を受け付けておりますので、お気軽にお問い合わせください。

　７月の研修会以降、やまがた フード・プロジェクトでは、新たな食品ビジネス
を創出に向け、多くの事業者の方にご参加いただき、熱い議論を重ねてきました。
　中間報告会では、新商品等の開発に向け今年度取り組むプロジェクトについて、
報告いたします。これまで YFPに参加したことが無い事業者のご参加も大歓迎で
す。ぜひ、ご参加ください。

YFP事業初参加の方も大歓迎！！
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さつまいもを活用した
加工品の開発

県産果樹を活用した
加工品の開発

ブランド豚を活用した
加工品の開発

県産農林水産物を
活用した菓子の開発
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県産農林水産物の粉末を
活用した加工品の開発
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令和８年度山形県地域型食品企業等連携促進事業
（Yamagata Food Project【YFP】）
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※複数名でご参加の場合は、参加者全員の氏名をご記入ください

（例）○○市のさくらんぼ、○○地域で生産振興に取り組むさつまいも、ジュース搾汁後の残渣

担当：折笠、佐々木、角頼、菅原
おりかさ ささき かくらい すがわら

Mail： FAX：03-5276-5457  菅原携帯：090-1050-6132
TEL：03-5213-4534
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ミニ講義（YFP事務局）

オンライン参加ご希望の方は
チェックをお願いします。

個別相談ご希望の方は
チェックをお願いします。 個別相談を希望します

オンライン参加

閉会・次回のご案内

常時、個別相談を受け付けておりますので、お気軽にお問い合わせください。

令和 8年度プロジェクト報告会（中間報告会）

今年度生まれたプロジェクトの成果を発表する成果報告会は 2月中下旬を予定

新たなビジネスの発表

個別相談会（名刺交換会）

懇親会

前回までの振り返り（YFP事務局）

公益財団法人 流通経済研究所
常務理事　主席研究員（事業・研究統括）

小売業の購買履歴データ分析、農産物の流
通・マーケティング、地域ブランド、買物
困難者対策、地域流通、食を通じた地域活

性化といった領域を中心に、理論と現場の両方の視点から研究
活動・コンサルティングに従事。
日本農業経営大学校の客員教授として、経営・マーケティング
の講義を実施する。

講 師

山形駅付近にて、17:30～ 2時間程度、
懇親会を開催する予定です。
※会費は5,000～ 6,000円で検討しています。

次の二次元コードを読み取り、
必要内容をお申し込みください。

以下フォームに記入し、
本申込用紙を送付ください。

以下のアドレス宛に
必要情報をご連絡ください。

活用したい
地域資源・
未利用資源

その他・
ご要望等

連絡先

懇親会
参加者氏名

企業名・団体名

担当者氏名 部署名・
お役職


